
　

週刊 地震ニュース No.198 NPO法人 環境防災総合政策研究機構

9月4日 ～ 2023年9月11日

トピックス

発行

 この期間の最大震度は4。　トカラ列島近海（小宝島付近）で頻発。
本資料は上記期間に国内で発生した震度１以上の地震についてまとめたもの    　（出典：気象庁震度データベース/地震情報）

9月10日

■ トカラ列島近海（小宝島付近)の地震活動 ■
・2023年9月8日02時過ぎからトカラ列島近海（小宝島
　付近）で地震活動が活発となり（図３）、１１日１２時までに
　震度１以上を観測した地震は２９０回（表参照）。
・このうち最大規模の地震は、9日03時08分に発生した
  M5.1(最大震度３)。最大震度は9日02時28分と11日
　00時０２分に発生した地震による悪石島での震度４。
・屋久島から奄美大島にかけてのトカラ列島の口之島、 中
　之島、諏訪之瀬島、悪石島、小宝島などの近傍では地震活
　動が活発な地域で時々まとまった地震活動があり、大き
　く３つのグループ（口之島付近、諏訪之瀬島付近、今回の
　悪石島～宝島にかけての海域）での活動が見られる。
・2021年12月の活動では、震度１以上を観測した地震が
　308回（最大震度５強）発生し、最大規模の地震はM6.1
　で、人的被害や住家被害はなかったが、鹿児島県十島村
　（悪石島）でがけ崩れ等の被害が生じた。
・これらトカラ列島近海で発生する地震は、フィリピン海プレートのもぐり込みによって
  ユーラシアプレート内の地殻に応力がかかり、ひずみがたまって地震が起きるものと
　考えられる。
・この付近の地震活動は過去の例を見ると、数日で終わる場合と消長を繰り返し２～３
　カ月続く場合もあるなど多様であるのでしばらくは注意が必要。

NPO法人 環境防災総合政策研究機構 03-3359-7971 http://www.npo-cemi.com

主な地震の発生状況 （図1,図2参照）

■ この期間、震度１以上の地震が312回発生。最大震度は４。トカラ列島近海（小宝島付近）で頻発　■
①９月５日１３時２７分に千葉県北西部で発生した地震（M4.６、深さ７２ｋｍ）により、千葉県つくば市、神奈川県横浜市で震
　度３を観測したほか、関東地方を中心に福島県から静岡県にかけて震度２～１を観測。
②９月８日１８時２８分に宮城県沖で発生した地震（M５.４、深さ４６ｋｍ）により、岩手県花巻市・一関市、宮城県気仙沼市で
　震度４を観測したほか、東北地方を中心に北海道南部から茨城県にかけて震度３～１を観測。
③９月９日０２時２８分にトカラ列島近海で発生した地震（M４.９、深さ１５ｋｍ）により、鹿児島県十島村悪石島で震度４を観
　測したほか、十島村及び奄美市、喜界町で震度２～１を観測。この付近では８日から地震が頻発（トピックス参照）。
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（図１) 

期間内に発生した震度１以上の地震
（最大震度を主眼とした表示をしています）

図３：震央分布図 (１９９７年１０月１日～２０２３年９月９日 M≧2.0）。
赤丸は9月8日以降に発生した地震、灰色丸はそれ以前に発生した地震。

（図2） 1週間毎の最大震度別地震発生回数

①５日 M4.6, 7２kｍ
最大震度：３

②８日 M5.4, 46kｍ
最大震度：4

③9日 M4.9, 15kｍ
最大震度：4
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